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【質疑応答】 
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委 員 ① 

 

 

 

 

 

ぺ 先 生 

 

とても分かりやすい報告だった。市民の方、特に高齢者の方がいろいろな形で、

積極的にパトロールされており、本当に素晴らしいと思った。 

私は５年前の現地審査も担当したのですが、その時に、青パト活動を見たこと

を覚えている。非常にいい取組みだったので、韓国に帰ってからセーフコミュニ

ティに取組んでいる自治体などに青パト活動を紹介した。そうしましたら、世宗

市が、市民による自転車パトロール団体を設立して、現在地域パトロールを行う

ようになった。本当に素晴らしいことだと思う。 

 

犯罪の発生件数が福岡県や全国の値を下回っていることがよく分かった。素晴

らしい成果だ。 

 今後の参考になればと思うのでお伝えする。 

 犯罪というのが非常に精神的な側面に関係している。犯罪を起こす背景にある

リスクファクターが何なのかを見てみることも一つかと思う。 

  韓国を例にあげると、犯罪の背景にアルコールの過剰摂取や、過剰なストレス

があるように見受けられる。犯罪に対しては、犯罪に直接アプローチして、減ら

していくことも一つの方法だが、犯罪が起こる要因を見つけていくことも大事に

なる。その要因が分析することで、新たなパートナーができたり、一緒に活動す

る人たちと繋がっていったりするのではないかと思う。 

現在、韓国でも、メンタルヘルスセンターと連携して犯罪がどうして起こるの

かに取り組んでいる。久留米市の取組みは素晴らしい成果を出しているので、新

たなチャレンジとして取組んでみると、新しい気づきがあるかもしれないと思っ

ている。 

 

次に、電話による特殊詐欺の報告について。最近韓国でも、高齢者のサイバー

犯罪被害が顕著な問題になっている。高齢者は知識が限られてしまうため、詐欺

で大金を取られてしまうのが増えている。 

  私の大学の同僚も、サイバー犯罪の被害にあい、結構なお金を取られてしまっ

た。久留米市では、銀行協会と協働で、特殊詐欺対策をいろいろと行っているよ

うだが、サイバー犯罪の被害は増えているのか？ 

 

久留米市でも、サイバー犯罪の相談件数は増えている。今回のプレゼンテーシ

ョンでは取り上げていないが、大学生がサイバーボランティアという取組みを行

っている。街中をパトロールするように、インターネット上をパトロールし、違

法な情報を見つけたら通報するという仕組みを構築している。こうした取組みを

今はじめている。 

 

すごくいい取組みで、非常に関心がある。韓国で紹介していいか。 
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委 員 ① 

 

 

 

 

 問題ない。 

 

 最後になるが、皆さんの取組みが効果を生み、国の表彰を受けたと聞いて、と

ても誇らしく思う。おめでとうございました。 

 

 先ほど、ペ先生からもお話しがあったサイバー犯罪というのは、今後ますます

複雑で巧妙になり、予防が難しくなってくると思う。 

例えば、ＡＩを使って娘さんの声そっくりにできたり、姿もそっくりにできた

り、本物と偽物を見分けるのがどんどん難しい社会になってくる。日本は幸いに

もテクノロジーが進んでおり、サイバー犯罪などに精通した研究者もいると思う

ので、そういった方と連携して対策を行うことも必要になってくるのではないか。 

 次に、自転車の盗難が大きな課題として挙げられているが、組織的に自転車を

盗む窃盗団のようなものは存在しているのか。ヨーロッパでは、組織的な窃盗団

が多くいて、深夜にトラックで根こそぎ自転車を奪っていくという犯罪が多く起

きているが、久留米市ではどうか。 

  

 個人が、施錠していない自転車をちょっとそこまでという理由での自転車盗が

多くなっている。根こそぎ奪っていくような自転車盗は、日本全体では例がない

わけではないが、久留米市では課題にはなっていない。 

 

  

 

指摘事項等 

No 助言・指摘事項・課題 

1 

【助言】次のステップに向けて 

 犯罪そのものに対し対策を行い既に多くの成果を上げているので、一歩先

のチャレンジとして犯罪を引き起こす要因、背景について調査、分析を行っ

てみることで、取り組みを行う新たなパートナー等が見えてくるのではない

か。例えば過剰な飲酒やストレスなど、韓国ではメンタルヘルスセンターと

一緒に分析を行っている 

2 

【意見】サイバー犯罪について 

 ＡＩを使用した犯罪等など、今後サイバー犯罪はますます複雑化していく

と考えられるので、最新の調査・研究の動向や専門家の意見の情報収集がこ

れから先必要になってくるのではないか。 

  

  


